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要 旨
柔細胞か ら道管内腔に分泌され,つ いには道管を閉そくするゴム状物質の発生 と形状をネムノ
2,3>
キとヤマザ クラで お もにSEMに よ り観察 した。またチ ロース研究 に用 いた培養法 により人為的
にゴム状 物質を発生 させ た。 さらに ネムノキの培養 ゴム状物質を 化学分析 して その成分を調べ
た。
ネムノキでは,分 泌 は辺材の最内年輪で始 まり,そ こでは道管 内壁 をおおう薄 い皮膜が観察 さ
れ,心 材へ の移行部年輪で はさ らに道 管を水平 に仕切 る薄 い隔膜が形成 された(Fig.1,2)。 ま
た,20°Cと30°Cの 培養 によ って辺材部 に も人為的 に ゴム状物質を分 泌させ る こ とが で きた
(Fig.3,4)。 そ して この発生 の過程 は辺材か ら心材 にいた る自然の変 化 と良 く似ていた。 培養
ゴム状物質 を取 り出 して赤外分光分析 とガス クロマ トグ ラフィーで調べ るとこれ はD-mannose,
D-galactose等 を主成 分 とす る多糖質で あ った(Fig.8,9)。
ヤマザ クラ着色心材部で は多量の ゴム状 物質が種 々の形状で道管 内に分布 して いたが(Fig.5),
20°Cで 培養 した とき辺材 部に発生 したゴム状物質の形状 もこれに類似 していた(Fig.6)。
1.緒 言
この報告で とりあげたゴム状物 質 とは,CHATTAWAYの 研究(わ)によ るとあ る種 の広葉樹 の道管 内
腔 に見 られ る不定形 分泌物 の ことで,柔 細胞か ら壁孔をへて道管内腔 へ分泌 され固化 した もので
ある。CHATTAWAYが これをgumと 呼んでいるのは,こ れが希 アルカ リ液 に溶 け出す ことか ら
多糖類 を主 成分 とす る植物 ゴム質 と推定 したか らであろ う。
筆者( コ ロリ)らはこれまで コナ ラ,ハ リエ ンジュにおいて チロースの発生 と形状 を調 べ,ま た立木 か ら
切 り出 した辺材部 に人為的に チmス を発生 させて きた。 ゴム状 物質 は柔細胞 か ら道管 内腔 へ発
生 し,ま た道管 を閉そ くす る点で チロース と類似 す るので,チ ロース研究 と同様の手法 によって
この発生 と形状 を調 べた。な おここで はネムノキの観察を中心 とし,ヤ マザ ク ラの観察を これ に
付加 した。
この研究 を進 めるにあた り御助言をいただいた木材構造学研究室の各位 に,ま た化学分析 に多
大の御 助力をいただ いた食糧科学研究所の 田中國介 氏 と林産工学科 の野橋健三,都 築道和の両氏
に深謝 す る。なお この内容 は第27回 日本木材学会大 会(昭 和52年4月,京 都)で 発表 した。
117
2.材 料 と 方 法
1976年12月 に京都市郊外 に自生 のネムノキ(・91biziajulibrissinDurazz.)と ヤマザ クラ(Pru-
nusjamasakuraSieb.)の 立木か ら試料片 を取 り出 して直 ちに実体顕微鏡 観察 した。 その後一部
を45°Cで 乾燥 して当年輪 か ら心材 へかけて道管内腔をSEM(走 査電顕)観 察 した。 試料 プ ロ
ックの辺材の残 りは チ ロース培養 法( コゆ)によ り5°C,20°C,30°Cの3段階で培養 し,3,7,12日
後 に上記 の方法で道管 内腔の変化を調べた。分泌物の化学分析 につ いては次 章で述べ る。
3.結 果 と 考 察
3.1.ゴ ム状物質の発生 と形状
ネムノキの第1年 輪(当 年輪)か ら第6年 輪までをSEMで 順番 に観察 した(Fig.1)。 その
結果,第1年 輪か ら第3年 輪までの辺材部 では道管内表面の フィブ リル模様 や壁孔 の構造 が明瞭
に観 察され,分 泌物の存在 は認あ られなか った(Fig.2a)。 しか し辺材 の最 内部 に位 置する第4
年輪で は道管内表面の構造 が不明瞭 とな り,分 泌物が うす く付着 していた(Fig,2b)。 淡 く着色
して いる第5年 輪(心 材移行部)で は前述 した道管内表面をおお う皮膜 のほかに道管 を水平 に仕
切 る薄 い隔膜が所所に形成 されていた(Fig.1)。 濃 く着色 した心材の 第6年 輪で も第5年 輪 と
同様であ った(Fig.2c)。 この道管 を水平 に仕切 る隔膜 はブナなどで見 られ る"梯 子状 チ ロース"
と似て いるが,詳 細に調べ るとこの隔膜 はたびたび割れを生 じてお り,そ の破 断面 は平滑でそ こ
には チロース壁 に見 られる フィブ リル構造 は観察 されなか った(Fig.2c)。 また実体顕微鏡下で
はこの隔膜 と道 管内表面 をおお う皮膜 は褐色であ るが透 明であ り,こ れか らも分泌 され固化 した
物質が植物ゴム質 であ ることが示唆 され る。 また ネム ノキでは この隔膜 の形成 によって道管の閉
そ くがチ ロース と同 じく効果的 に達成 されている ことが大変興味深 い。
一方 ヤマザ クラの着色材部で は多量の黒褐色の物質 が道 管 内腔 に つ ま っ て い た が,こ れ を
SEM観 察す ると,こ れ はネムノキのよ うな道 管内表面 の全面をおお う皮膜 や,特 徴的な隔膜 を
形成 しないで,Fig.5に 示す よ うに道管内表面上 の小 さい粒か ら内腔を うずめ る大 きな塊 まで様
々の形態 があ った。 この ようにゴム状物 質 も樹種 によ って形状 に差異があ ることがわか った。
3.2.ゴ ム状物質の培養 によ る人為 的発生
ネムノキで は,5℃ の培養条件下 では12日 後 にも変 化がなか った。20°Cと30°Cの 培養 ブロ
ックを未乾燥の まま実体顕 微鏡観察する と,3日 後に は道管の1部 に無色 あるいは少 し褐色がか
った少 し粘性のあ る液が発 生 してお り,培 養 がさ らに進む と道管内腔 は褐色 のゼ リー状粘液で満
た されて いた。 この粘 液の分泌 の程度 は20°Cよ りも30°Cの もので著 しか った。 これ ら培養 ブ
ロ ックを乾燥 後に調べ ると,粘 液は乾燥 して道管表面をおお う光 沢のある褐色透明 の皮膜を作 っ
て いた。 この乾燥 ブロ ックをSEM観 察すると,20°Cの 培養3日 目では道管 内表面上 にlam程
の小顯粒が散在 し(Fig,3a),7日 後には分泌物 が壁全面を うす くおお っていた(Fig.3b)。12
日後 にはこの分泌物 による皮膜 はさ らに厚 くなってお り,こ れ らの皮膜の像 は天然状態の第4年
輪に見 られ る形状 とよ く似 てい る(Fig.3c)。30°Cの 条件下 では,3日 後 にすでに皮膜が形成
され(Fig.4a),7日 後には この皮膜 は厚 くな り,注 目すべ きことには心材 部で見 られた道 管を
水 平 に仕切 る隔膜 と同様の隔膜 が形成 されて いた(Fig.3b)。12日 後 には皮膜 は非常に厚 くな り,
Fig.3cに はその平滑な破断面 が示 されて いる。 このように培養 によるゴム状 物質の分泌 の過程




培養法によ って入為的 に作 り出す ことが可能 と思 われ
る。
ヤマザ ク ラは20°cで 培養 した。 培養開始時に は道
管 内表面 に ラセ ン肥厚,壁 孔な どが観察されるが,7
日後 には10μm程 の小丘 が壁孔部の上 に発生 し(Fig.
6a),12日 後には これ らが非常 に大 き く発達 して いた
(Fig.6b)。 これ ら小丘や塊の上の しわ は 乾燥時 に生
じた ものであろ う。ヤマザ クラで は分泌物が ネム ノキ
の場合のよ うに壁全面をおお うことはないが,こ れは
ヤマザク ラの心材の場合 も同様であ り,分 泌物 の粘度が ネムノキの場合 よ りも高 くて,分 泌物 が
壁孔 の上だ けで発達 してい くことを暗示 して いる。
3.3。 ゴム状物質の化学組成
ネムノキ心材の道 管内の隔膜 を ピンセ ッ トで取 り出そ うとしたが,こ の時道管壁が混入す る場
合が あった。 そこで培養 ブロ ックの道管内腔 に充満 して いるゼ リー状 の粘 液をFig.7に 示 す方
法で押 し出 して集め化学分析 に供 した。 これの赤外 吸収 スペク トルは多糖類の特徴を示 し,こ れ
と代表的な植物ゴム質である アラビアゴムとの類似性が注 目される(Fig.8)。 つ ぎに この培養
ゴム状物質 を塩酸で加水分解 し,イ オ ン交 換樹脂 を通 した後 に トリメ チル シ リル化 してガスク ロ
マ トグラフィーで糖組成 を分析 した(Fig.9)。 この グラフのpeakの い くつ か を 標 本 の 糖 の
peakの 位 置か ら同定す ると,peak2はarabinose,peak3はrhamnose,peak5はmannose,
peak6はgalactoseの 存在を示 している。 この分析結果か ら,ネ ムノキの培養 ゴム状物質が多
糖類,と くにmannose,galactoseを 主成分 とす る多糖類であることが明 らか とな った。 なお,
ネムノキの心材のゴム状 物質 もその発生過程や形状の類似性 か ら判断 して培養 ゴム状物質 と同様
の組成を もっている もの と思 われ る。
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Résumé
  Occurrences and shapes of gum secreted into vessel lumina from parenchyma cells were 
examined with SEM in NEMUNOKI (Albizia julibrissin) and YAMAZAKURA (Prunus 
 jamasakura). In NEMUNOKI the gum begins to be secreted into vessel at the innermost 
annual ring of the sapwood and covers the vessel  wall sculptures (Figs. 1 and  2b). At 
the light-colored intermediate wood and the dark-colored heartwood, thin plates of the 
gum holizontally partitioned off the vessel lumen (Figs. 1 and  2c). The gum was also 
secreted by the incubations at 20°C and 30°C, and the occurrences were similar to the
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above described natural secretions. That is, it forms thin layer masking vessel walls at the 
early stage of incubations (Fig. 3b) and after all constructs the thin partitions at the later 
stage (Fig.  4b). This  artificial gum was squeezed out (Fig. 7) and then analized by  IR 
spectroscopy (Fig. 8) and gas chromatography (Fig.  9). It was polysaccharides composed 
of mannose, galactose and so on. 
 In the colored heartwood of YAMAZAKURA, much gum was distributed at the vessel 
lumina (Fig. 5). But it shows no regular feature, differently from that of NEMUNOKI. 
The incubated gum at  20°C is also adhered to the vessel walls in the curious manners 
(Fig. 6).
